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研究の背景と目的
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＜社会的意義＞
ケースを示しつつ，評価指標の活
用法，注意点，空間整備の方針を
取りまとめる

＜学術的意義＞
新たな手法に基づくウォーカブル
空間の評価から空間，行動，効用
に関する知見を得る

都市は単にウォーカブルになれば良いのだろうか？

本研究はこの問題意識に立ち，メンバーが実測から取得する
データをもとにして，多様なメンバーで議論することで，今
後のウォーカブル推進における基本的考え方，空間整備の方
針を抽出し，より良好なまちなか空間の創出手法を構築する
ことを目指す。



Jan Gehl：
「都市空間での活動には“Necessary 
Activities”，“Optional Activities”，
“Social Activities”の３つがあり，
“Optional Activities,”と“Social 
Activities”が都市空間を市民が生きる
場（people can live lively lives）にす
る上で重要である。」

Alfonso, M.A. (2005). TO WALK OR NOT TO WALK? The Hierarchy of 
Walking Needs. Environment & Behavior, 37 (6), 808-836

“都市デザインによって密度，土地利用の多様性，目的地への
アクセス性）を統合し，歩行者体験を向上させる必要がある”

歩きたい

歩ける

ウォーカブルの効用



SET*が30℃より大きい場合，SET*が減少するにつれて滞在が指数的に上昇する
SET*が高く熱的快適性が低い空間で利用されていることも多い

データに基づく検討 ウォーカブル空間の評価 熱的快適性と滞在の関係

熱的快適性と着座時間

利用場所の温熱環境をSET*で評価し，
利用状況との関係を解析

サーモカメラでの撮影イメージ（左：撮影地点画像，右：熱画像）



データに基づく検討 ウォーカブル空間の評価 SET*と徒歩行動

丸の内地区を対象にして
熱収支数値シミュレー
ションにより屋外空間の
熱環境を評価し，さらに
一年間の人流データを用
いて屋外空間における歩
行行動の発生，変化を抽
出して比較

SET*が20～30℃の時間では歩行行動が
増加した。15℃以下と30℃以上では，
1℃の変化により歩行行動の量が大きく
変化した。

熱的快適性を向上させることによ
り，歩行行動を誘発できることが
示された。



データに基づく検討 ウォーカブル空間の評価 歩きやすさの快適性

• 歩行の快適性を減少させる要因として，進行方向
の視覚的阻害（対向），横切り，滞留，追い抜き
が観察された。

• 快適性を減少させる比率では，滞留，横切りが高
かった。

• 快適に歩けているかを検討・評価するツールを開
発久保正男先生（防衛大学）作成



低不安群と高不安群で好む滞在場所が異なる

暑熱環境下では熱的快適性が高いほど長く滞在する

恒常的な傾向と市民の特性によって異なる傾向の扱い方 「多様性」評価の必要性＋平均値での議論の限界

データに基づく検討 ウォーカブルの効用



ブレインストーミング型会
議は，会議中の被験者の心
理状態や会議に対するすべ
ての評価項目において
SkyLab会議の方が評価が高
かった

屋外会議前24時間の心拍変動（NN25ユーザー平均）
と主観的な会議中の集中度（集中度ユーザー平均）

会議前24時間のリラックス度
が高いユーザーでは, 屋外空間
利用時に生理的及び主観的な
集中度が高くなる.

ブレインストーミング型会議では屋外空間利用の優位性が示されたが，一方で，会議前24時間
の生活（睡眠，リラックス状況）が適切であるほど，屋外空間利用時のリラックス効果，集中
度向上が得られることが示唆された。

「空間⇔まち」の関係だけ
でなく，日常生活まで一体
で考える必要性

データに基づく検討 ウォーカブルの効用



“どういう まち にしたいか”
という議論を深化させる

プロセスを通じてまちへの愛着が
増す

まちを考える過程で生活全体，社
会全体を考えることにつながる

生活全体をどう
すべきか？ 「まちづくりとは，地域社会に存在する

資源を基礎として，多様な主体が連携・
協力して，身近な居住環境を漸進的に改
善し，まちの活力と魅力を高め，生活の
質向上を実現するための持続的な活動で
ある。」（佐藤滋）

データに基づく検討 ウォーカブルの効用

リラックス効果や屋外での仕事の集中度
の向上，個人の好みの場所の獲得などの
直接的なpleasurabilityだけでなく，そ
れらの効果があるという事実の共有がま
ちへの愛着を高めることも
pleasurabilityになり得る。



ウォーカブルな都市づくり ウォーカブル空間の広域化

矢口明子
酒田市長

酒田市をメンバーで訪問し，矢口酒田市長，
交通政策担当課とウォーカブルなまちづくり，
交通ネットワークとの連携について協議

土井健司先生（大阪大学）作成

ヨーロッパにおける先進的なウォーカブル都市づくり調査

都市の住まい方を最重要視したうえで，
都市全体を交通ネットワークからウォー
カブルの実装を構想している

日本では「都市計画からまちづくりへ」の象徴としてウォー
カブルなまちづくりが位置づけられているが，広域化には
「都市計画とまちづくり」の連携こそが重要“都市計画（構想＋交通ネットワーク）”

の重要性



ウォーカブルな都市づくり ウォーカブル都市の計画

熱的快適性によって歩行量が変動しない

熱的快適域

“Necessary Activities”に留まっている

バス停から500mの半径に自宅が
あると推計された人の歩行行動
（2024年5月6～16日）

歩行平均時間の空間分布
（2023年8月27日）

バスを利用したと推計された
人の移動（2024年05月6～
16日）

歩行行動が“Necessary Activities”
に留まっている地域では，
accessibility, safety, comfortの向
上をまずは目指すなど，地域の実情に
合わせた計画づくりが必要

Accessibility, safety, comfort



ウォーカブルな都市づくり タイとの連携

ランチタイムに合計623名に障害となるもの，移動頻度，始
点と目的地他をヒアリング。

タイ・チュラロンコン大学建築学部と協働し，チュラロンコン大学，タマサート大学
と共同で調査を実施。



ウォーカブルな都市づくり タイとの連携

タイプを５つにクラス分けできた。それぞれに気にしている要素が異なる。
歩道の舗装状態や暑さはいずれでも重視されている。今後，新たな指標（welcomeness）
の開発を計画。



ウォーカブルな都市づくり タイとの連携

タイにおけるウォーカブルな都市づくりの必要性を確認
安全性，舗装等の物理的な歩きやすさの比重が大きいものの，
pleasurability創出の必要性を共有

→ タイ国内基金による共同研究を開始



• 「ウォーカブル」にすることで得られる効用
リラックス効果や屋外での仕事の集中度の向上などが得られることを実測データの分析から
示せた。

熱的快適性に特に注目したものではあるものの，快適性を向上させることで歩行行動を誘発
できることを定量的に示すことができた。本分析はプロジェクトで入手した人流データの解
析によって得られた。

リラックス効果や屋外での仕事の集中度の向上，個人の好みの場所の獲得などの直接的な
pleasurabilityだけでなく，それらの効果があるという事実の共有がまちへの愛着を高めるこ
ともpleasurabilityになり得る。

• ウォーカブルな空間の広域化
日本では局所的な議論に集中する一方で，先進的なウォーカブル都市づくりを推進する都市
では，広域的な観点から交通ネットワークとの連携を検討して実装を進めている。

日本では「都市計画からまちづくりへ」の象徴としてウォーカブルなまちづくりが位置づけ
られているが，広域化には「都市計画とまちづくり」の連携こそが重要。

• タイとの連携
ウォーカブルな都市づくりの必要性が高まっているタイにおいて共同研究を開始し，大規模
調査を実施した。アンケート調査の結果から，安全性，舗装等の物理的な歩きやすさの比重
が大きいものの，pleasurability創出の必要性も共有された。

タイのナショナルファンドを使った共同研究の開始が決定。都市の格差，都市空間における
生活行動とウォーカブル都市づくりについての調査を開始。

３年間のまとめ
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